
分裂で私の見た染色体数は n=28で，上記の四種で

報告されとている数とは異なるものであった。

本研究からは四分胞子形成の際に減数分裂が行われ，

四胞子の発生体は n，果胞子の発生体は 2nの体であ

ることが細胞学的に確かめられた。私 (YABU， 1976) 

は紅藻ダルスの四分胞子の発生体とアナダルスの四分

胞子と果胞子の発生体で屡4多核の細胞を有するもの

を観察したが，ウラソゾの胞子の発生体では斯様なも

のは見当らず体は何れも単核を有する細胞より成って

いた。
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く，一般聴衆の理解のためにも速度が全般に速すぎた

し，英語としては調子が弱すぎる上，音程が低すぎる

場合が多かった。つまり，発音やアグセントにはある

程度日本語なまりが出ても案外理解されるようである

が，日本語のもつ，やさしく柔らかい調子と音楽的要

素に乏しい点は，賛美歌が基調にあり，男性言語であ

る英語に慣れた人の耳には聴き取り難い要素となって

いる。日本語を話す場合にはむしろ失礼と思われるか

もしれない強い調子と高い音程と明瞭さとが，英語に

慣れた人の耳には逆に誠意と熱意の表現としてひびき，

権威あるものとして歓迎されると思う。この様な発表

練習は特別な指導や設備はなくても，誰でも容易に出

来るのではなかろうか。先述の様に，聴衆からの質問

も通訳されるので，英語による講演に対する質問にも

同時通訳を日本人参加者が活用する余地は有り余って

いるのを感じた。数千人を収容出来ると思われるあの

大ホールを，外国人による講演の場合には，しばしば

聴衆がうずめつくしたのに対して，日本人講演者の場

合にはそれが余りに対際的であったのは一体何故であ

ったろうか。
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